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普段、要援護者は仲間に受け入れないが、 

 
 

 先日、ある町で防災マップ作りを頼まれた。二か所で作ることになり、一つは社会福祉協議会の

スタッフが担当した。 

すると、社協スタッフの担当した分は、割合簡単にできてしまった。気になる人と言えば、ご近

所ではわずかな人数しかいない。その人に誰が関わったらいいのかは、ご近所の人たちはすぐにわ

かってしまう。 

 

■避難誘導すべき人は老人クラブやサロンから排除されていた 

然し私の方は、方針を変更して、防災と支え合いの二つのマップを同時に作ってみることにした。

重点は支え合いマップの方だ。そこで驚くべきことがわかってきた。私も、今まで迂闊にも、この

ことに気づいていなかった。 

他の地区で作ってみても同じだが、この地区でも住民グループに要援護者を仲間入りさせていな

い。老人クラブも相変わらずだし、サロンもそう、デイサービスを利用している人も同じ。一人暮

らし高齢者もそういうグループにはほとんど加入していない。つまり、災害時に避難誘導が必要な

人は、普段、地域グループの仲間に入っていない。 

 

■「誰かれ構わず駆けつける」ご近所にするには… 

そのことに全く気付かないままに、防災マップでは、近くの誰が避難誘導するかを、機械的に決

めていく。しかし、いざ災害が起きた時に、その人が在宅であるかどうかの保証はない。となると、

その時、その場に居た人が駆けつけなければならない。つまり、災害時には、「誰かれ構わず」駆け

つける必要があるのだ。その時に問われるのは、普段その要援護者は周りの人たちと日常的に交流

しているかどうか、である。 

もし地域のさまざまなグループが要援護者を仲間に入れていれば、その人の周りの、複数の人が
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「グループの仲間」として駆けつけることができる。老人クラブやサロン、趣味グループなどに所

属していれば、ご近所のグループ仲間の誰かが駆けつけることができる。しかし今は、そういう関

係ができていないから、専ら、決められた人のみが駆けつけることになり、あまり当てにならない

避難誘導体制になってしまうのだ。 

 

■「誰かれ構わず駆けつける」範囲とは？ 

ところで「誰かれ構わずに駆けつける」範囲とは、どれぐらいなのか。当事者を中心にして、そ

こから何軒程度なのか。ある地区で、その地区を熟知している町内会長と一緒にその範囲を探って

みたら、大体数軒の範囲だとわかった。極めて小さな範囲なのだ。民生委員に、「自宅の周りの何軒

ぐらいまでが『良く見えて』いるか？」と聞いたら、みんな５本の指を広げた。５軒程度しかわか

らないということだ。 

 

■効果的な防災をしたければ、まず要援護者を地域の仲間に 

もし地域のさまざまなグループが要援護者を仲間に入れていたら、当人の周辺に、数名は必ず「グ

ループ仲間」がいることになり、その人たちがいざという時に「誰かれ構わず駆けつける」人材候

補になる。こんなに心強いことはないだろう。 

だから本当に効果的な防災活動をしたいのなら、避難誘導すべき要援護者を普段、地域グループ

に仲間入りさせるのが先決だということになるのだ。 

 

隣人を送迎して死亡事故が起きてしまった！ 
 

 

■「事故が起きたらどうするんですか」 

 ご近所では、車がなくて買い物に行けない人を、隣人が一緒に乗せて行っている。５０世帯の一

ご近所で、少なくとも２～３名はそれをしている。そういうことをやっている人はいないかと聞く

と、「みんなやってるよ」といった答えが返って来ることもある。夕張市で、一人暮らし高齢者宅を

訪れて、外出はどうしていますかと聞くと、「誰でも運んでくれますよ、喫茶店もレストランもね」。

市の全域が送迎サービスの人材だらけなのだ。 

 講演会でこういう話をすると必ず、質問が出る。「事故が起きたらどうするんですか？」それを実

際にやっている住民にぶつけたら、要するにこういうことであった。頼む方と頼まれる方が、相互

信頼と自己責任を自覚し、確認し合っていると。 

■「だからそんな危ない頼み事は引き受けるもんじゃない」？ 
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■当事者同士は納得し合っていたが、親族が黙っていない 

 あるマップ作りの場で、これに反論する意見が出た。たまたま隣人を運んであげたら死亡事故を

起こしてしまった。相互の信頼と自己責任と言い合った同士であるが、死亡した親族が黙っていな

い。運んであげた人をいつまでも責め続けたという。「だから、そんなやばいことはやらないに越し

たことがない」という意見が大勢になった。 

 

■それでもその地区で送迎を続けている人がいた！ 

 宮崎県の小林市で、似たような事件が起きた。老人クラブの会合に仲間を車で運んであげた人が、

死亡事故を起こしてしまった。それも数名が亡くなった。この場合は、相互の信頼と自己責任とい

うことを、確認し合って乗せたので、彼を責める人は一人もいなかった。しかし彼自身は精神を病

んでしまった。 

 そこでマップを作っていて、やはり事故の後は誰も送迎サービスをしていないかと聞いたら、そ

れでもやっている人が一人いた。大型世話焼きさんだった。彼女は事故のことを知っていたかと聞

いたら、知っていたという。それでもサービスを続けた。この地区の老人たちは皆、超高齢で、送

迎サービスを切に願っていた。事故が起きたこの地区で、それでも運んであげる人は他にいるかと

社会福祉協議会に聞いたら、２，３名はいると。ならば、その人たちで続けていけばいいと私は言

った。 

 

■どんな障害があってもやり続ける心意気 

 誤解を受けそうな言い方になるが、敢えて言えば、福祉という営みは、最終的には、どんな障害

があっても人を救うという人たちで実際上は担われているのだ。事故が起きる可能性を理由に、「だ

から送迎サービスなんかやるもんじゃない」と公言する人に負けていては、何もできなくなってし

まう。 

事故は起こしたくて起こしているわけではない。それでも起きるときは起きる。それがたまたま

隣人を運んでいる時に起きてしまったということなのだ。 

 

「自立生活は無理」と夫婦別々に入所－の是非 
 

 ある地区でマップ作りをしたら出てきたケース。夫が９２歳。妻はずっと前に施設に入所してい

たが、この夫も関係者は施設に入所させてしまった。しかも、妻とは異なる施設にだ。夫自身はど

■自立生活とは、元々「危ない生活」ではなかったか？ 
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う考えていたかと聞いたら、「自分はまだ、地域で自立した生活ができる」と言い張ったが、半ば無

理やりに入所させてしまったという。その後どうしているかと聞くと、案の定、時々里帰りして、

隣人とそば作りをしたりしているのだと。では、妻はどうしているかと聞くと、「家に帰りたい」と

泣いているという。 

■周りから見たら「危ない」、本人は「大丈夫」。どちらを取るか 

 入所させた民生委員等の関係者に言わせると、本人は大丈夫だと言っても、客観的に見れば、と

ても自立生活は無理だと。私はこういう姿勢を「担い手主導」と言っている。担い手が勝手に要援

護者の状態を判断し、「措置」してしまった。民生委員等は、ごく当たり前の措置だと、疑問にさえ

感じていない。実際には本人は時々里帰りして、知人とそば作りに興じたりしている。「自立した生

活者」の片鱗がうかがえるではないか。 

こうなると、福祉というのは何なのだろうと思う。その前に、自立生活とはなんだろう。自立生

活は無理、という表現にうかがえるのは、誰にも心配をかけずに、独り立ちできる人とも受け取れ

る。それでは、要介護の人が一人で生きること自体、それだけで無茶ということになる。こういう

人が地域で生きていけば、当然、周りの人たちに心配をかけるし、いろいろ生活上の支援をしても

らわねばならない。それは「福祉」というものが存在しない社会のことを言っている。私たちがめ

ざしている福祉社会とは、そういう一人立ちできない要援護者も、周囲の見守りや生活の援助をし

てもらいながら、生きていける社会なのだ。そんな支援が期待できない状況では、地域生活をさせ

るわけにはいかないというのは本末転倒で、それでかろうじてでも自立生活ができるようにするの

が、民生委員を含めた関係者の役割なのだ。 

 

■危ないのを覚悟で地域で生き抜く、危ないのを承知で支える 

自立生活というのは、どんなに不安定でも、その人なりに、自分の意思と力で、地域で独立した

生活をしていこうと努力することなのかもしれない。だから、周りから見たら危なっかしくて仕方

がない、それでもできる限り独力で生きていこうと頑張る。 

自立生活をこう表現したらいいかもしれない―「危なっかしい生活」と。危なっかしいからすぐ

に施設に入所させてしまおうと考えるのでなく、危なくすると生命の危険にさらされるかもしれな

いが、それも覚悟で地域で生き抜くという意志を持った者を、支援が失敗する可能性があるかもし

れないが、それでも支援しようとする、そういう世界なのだ。 

そういう意味では、今の福祉は「危なっかしい生活」の支援から、ますます遠ざかって行ってい

るように見える。何しろ福祉界が揃って推進しているのが「見守り」である。安全が確保されれば

いいという世界なのだ。危ない人を摘発して、より安全な場所に避難させる―デイサービスとか老

人ホームとかに。 
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■「自分らしい生活」をするためにこその自立生活 

 危ないことを承知の上で自立生活をすることに、何の得があるのか。厚労省は言っている。福祉

の目的は、どんなに重い要介護でも、住み慣れた家や地域で、自分らしく生きていくのを支援する

こと。これなのだ。超高級な老人ホームに入所した女性が、ケアマネに、もう一度自宅に帰りたい

と言ってきた。その理由はこうだ。「施設は私が自分らしく生きているのに向いていない」。こうい

う凄いことを言う人も出てきた。やはり豊かな社会になったのだろう。 

自宅に居て、自分の生きたいように生きることができる。朝起きて、戸を開け、掃除をし、ご飯

の支度をし、趣味に興じ、友と語り合い、時には旅行に行く。すべては自分自身の意思で、である。

誰かの指示ではない。こういう生活がいかに素晴らしいものかが分かってくるのだ。 

そして、危なっかしい部分は、周りの人たちの助けを得る。そのためにこそ助け合いの地域を作

らねばならないのだ。危なっかしい人をことごとく施設に入れてしまっては、助け合いの地域は育

ちようがない。 

 

町民個々の得意技を掘り起こそう 
 

 このほど、都内の福祉機関から、町内会の人材難の解決策をまとめるよう依頼された。そこで急

遽、以下のような項目を並べてみた。これは町内会に限らず、さまざまな分野でも適用できそうで

ある。とりあえず町内会に例を取って述べるということだ。町内会ごとに、この中のどれが使えそ

うかは、各自で考えてもらう。 

⑴テーマ別の分担制に 

町内会組織に、いろいろな部門を設けて、住民にはそれらのいずれかに所属してもらう。今は衛

生部とか福祉部などがあるが、もっと多様な部門を設けていい。できるだけたくさんの部門を設け

て、住民は誰でも、この中のどれかに該当しそうだと思われるほどにするのだ。 

⑵地域のグループをすべて活用しよう 

町内にはいろいろなグループがある。それらを徹底的に活用するのだ。つまり、町内会の組織で

何でもやるのでなく、町内会の仕事を町内の様々なグループに分担してもらうのだ。そのために、

各グループの得意技や活動目的に沿ったテーマを提示する。それぞれが地域のために何らかの貢献

をする必要があり、それを町内会の求めに応じて実行してもいいはずだ。町内会は自ら活動するの

ではなく、町民に活動を提示すればいい。 

⑶男性は時間で縛るな。技術だけをいただけ 

■町内会の人材難－１０の解決策 
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町内には、さまざまな職業に就いている人がいる。彼らの多くは忙しい。そこで、会社員を時間

で縛らないということを考えよう。職場や自宅でできることは、そこでやってもらえばいい。この

やり方であれば協力してくれるのではないか。ＩＴ関連の仕事をしている若者に、町内会のホーム

ページを立ち上げてもらうとか。それなら乗って来るはずだ。 

⑷本業の腕を生かすのがベスト 

前掲の事例も、本業の腕を生かした例だ。「ＰＴＡおやじの会」も一年たったらみんな、これを生

かしていた！ 町内の勤労者の本業の腕を徹底的に調べ上げよ。そしてその腕の生かし方を考えるの

だ。 

⑸男性の社会参加の後押しは妻の役割 

男性の地域社会との接点は妻である。妻がリードして地域デビューをさせる必要がある。それを

やっている女性が全国にたくさんいる。「夫の地域デビュー応援講座」を開こう。「お父さん、退職

したらすぐに町内会役員ね」 

⑹「町内会役員経験者の会」をつくれ 

石川県津幡町のある町内会では、毎年定年退職した男性を探し出して、全員を町内会の何らかの

役員に据えている。そして一年が経つと、彼ら全員を「町内会役員経験者の会」に入れる。そこで

活動を継続することになる。一年たつと、活動の面白みがわかってくるが、そこでお役御免になる。

だから活動延長は、それほど嫌でもないはずだ。 

⑺活動をご近所毎に分配したら？ 

人々は５０世帯程度の範囲でふれあっている。「顔が見える範囲」とは５０世帯のこと。ここでな

ら助け合いもやり易い。普段の生活の中で活動できるので、人々はご近所内での活動なら参加しや

すいと思っている。しかもそこに世話焼きさんもいて、日常的に要援護者に関わっている。 

そこで、いま町内単位で実施されている活動を、それぞれのご近所毎に実践するように変えてい

くのだ。ご近所のサロンなら、要援護者も参加できる。老人クラブの活動がご近所毎に行われてい

れば、要介護の会員も参加できる。子ども会もご近所毎に編成し直そう。敬老会や成人式なども、

ご近所毎に開き、それを町内会かバックアップする。これでご近所ごとの連帯か育つ。 

⑻「子ども町内会」があっていい 

昔は「子ども組」があり、子どもらしい役割を果たしていた。配布物や回覧板を届けることなら

小学生もできる。町内の仕事を世代別に分類して、提示しよう。東京・杉並区では中学生が町内会

だよりの編集を担っていた。 

⑼要介護者だって立派な担い手だ 

老人ホームの認知症の高齢者が、在宅の認知症の人を訪問する活動が行われていた。あるいは、

認知症の人同士の自主サロンもある。輪番制で仲間を自宅に招く。超高齢の女性は見守りのベテラ
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ンだ。人間、死ぬまで活動をしたいものなのだ。子どもにとって高齢者は「居るだけでボランティ

ア」になる。高齢化したから活動ができないというのは、やはりおかしい。 

⑽輪番制も考えものだ 

班長が回ってくる直前に住居を移転する高齢者がいる。思いきって「その気のある人にやっても

らう」方式に代えられないか。活動というものは、それが向いている人と向かない人がいる。誰に

言われなくてもきちんとやる人にお願いしてやってもらうという方法はどうか。「平等」にこだわる

必要はない。嫌々やる人たちの班長会議は雰囲気が暗い。世話焼きさんが数世帯に１人はいるはず

だから、少しずつこういう人による無期限の活動方式に変えていけないか。 

 

 

 

 


